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業
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展
の
過
程
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松

木

ま

え

が

き

日
本
資
本
主
義
の
賛
蓮
が
如
何
な
る
特
質
を
持

つ
も
の
で
あ
る
か
を
究
明
す
る
事
が
現
段
階
の
兄
と
お
し
の
た
め
に
極
め
て
大
切
な
事

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
､
特
に
そ
の

｢
生
成
期
｣
と
い
わ
れ
る
時
期
に
於
て
の

｢
地
域
性
｣
と

｢
階
層
性
｣
の
特
質
が
分
析
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡
即
ち
'
日
本
近
代
産
業
の
生
成
が

｢
米
｣
と

｢
繭
｣
と
い
う
重
要
産
物
の
再
生
産
過
程
に
開
聯
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
'
藩
政
時
代
か
ら
維
新

へ
か
け
て
の
津
軽
地
方
の
経
済
構
造
の

｢
型
｣
は

｢
米
｣
作
の
生
産
力
増
大
が
結
果
す
る
諸
事
態
､
特
に

｢
米
｣
作
を
土
台
に
築
き
上
げ
ら
れ
､
主
導
的
産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
た

一
個
の
産
糞
部
門
､
即
ち

｢
酒
造
葵
｣
従
っ
て
又

｢
酒
造
資

本
｣
の
発
善
と
縛
化
の
あ
と
を
た
ど
る
事
に
よ
っ
て
統

1
的
に
把
握
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
.

一

弘
前
藩
の
経
済
構
造
及
び
酒
造
業
の
位
置

(

-
)

弘
前
藩
の
国
産
中
､
米
が
竜
重
な
も
の
で
あ
っ
た
事
は
諸
記
録
の
中
に
｢御
国
の
物
産
は
米
よ
り
他
に
無

之

｣

と
の
辞
旬
が
到
る
朗
に
見



(
2
)

ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
､
米
は
藩
中
唯

1
の
財
源
と
な
っ
て
い
た
.
そ
れ
故
､
藩
は
全
力
を
あ
げ
て
開
墾
に
志
し
'
種

々
の
優
遇

法
を
講
じ
て
之
を
奨
励
し
て
い
た
の
も
極
め
て
当
然
な
事
で
あ
る
.
弘
前
藩
に
於
て
'
農
業
が
'
殊
に
米
作
が
如
何
な
る
程
度
に
支
配
的

で
あ
っ
た
か
を
見
る
に
'
各
種
生
産
物
の
数
量
及
び
債
格
に
関
す
る
全
般
的
統
計
の
存
在
し
な
い
当
時
に
あ
つ
て
は
､
之
を
知
り
得
べ
き

(
3
)

方
法
は
当
時
の
全
人
口
に
お
け
る
農
村
人
口
の
比
率
を
招
い
て
他
に
な
い
｡
之
に
つ
い
て
'
安
永
三
年
の
調
査
記
録
に

拠
れ
ば
､
領
内
人

間 代 口
牢 は
親(約
の4二
時 )十
Yこ 五

万
人
と
な
っ
て
お
-
'
そ
の
中
'
約
二
十
二
万
五
千
人
即
ち
約
九
割
が
農
民
で
あ
っ
た
O
又
'
弘
前
藩
の
知
行
高
は
帝
九

増
加
し
て
十
万
石
と
な
;琶
て
レヽ
る
が
ヽ

そ
の
実

放
寂
は
世
評
に
四
十
万
石
叉
は
五
十
万
石
と
推
算
さ
れ
て
お
り
､
明
治
年

(
5
)

に
な
っ
て
か
ら
は
八
十
万
石
か
ら
百
万
石
の
間
を
上
下
し
て
い
る
.

(
6
)

次
に
弘
前
蕗
の
米
の
輸
出
状
況
は
､
こ
れ
も
適
確
な
数
字
を
知
る
事
は
出
来
な
い
が
'
例
え
ば
'
天
明
三
年
の
｢
廻
米
調
査
｣
に
拠
れ
ば

｢
上
々
桂
御
萱
せ
米
大
阪
御
廻
米
式
拾
万
俵
飴
江
戸
御
廻
米
式
拾
高
儀
前
後
四
十
高
儀
飴
に
て
云
々
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
.
又
津
軽
米
の

(
7
)

市
場
に
お
け
る
品
等
は
'
延
宝
三
年
､
敦
賀

(
藩
の
蔵
屋
敷
所
在
)
に
於
て
の

｢
相
場
書
｣
に
拠
れ
ば
､

｢
越
後
米
'
鋭
十
匁
に
付
き

一

斗
三
升
≡
合
宛
'
庄
内
米
'
銀
十
匁
に
付
き

一
斗
四
升
宛
'
秋
田
米
､
銀
十
匁
に
付
き

一
斗
五
升
宛
'
津
軽
米
'
銀
十
匁
に
付
き

1
斗
五

升
宛
｣
と
あ
る
か
ら
'
大
体
秋
田
米
と
同
等
で
庄
内
米
よ
り
少
し
下
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
o

(
8
)

(
9
)

か
-
の
如
-
'
米
の
図
で
あ
る
弘
前
藩
は
そ
の
良
質
の
米
と
清
水
を
併
有
し
て
い
た
た
め
酒
造
法
は
早
く
か
ら
始
り
'
塞

韓
と
し
て
の

必
需
性
及
び
慶
大
な
販
路
の
た
め
に
'
営
業
と
し
て
の
酒
造
が
寛
大
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
傾
向
が
あ
り
'
城
下
町
弘
前
を
中
心
と
し
て
次

第
に
発
展
し
て
行
っ
た
.
弘
前
滞
領
内
酒
造
業
の
規
模
に
つ
い
て
み
る
に
'
元
線
十
八
年
六
月
十
九
日
の

｢
御
領
分
中
酒
造
米
高
並
酒
屋

(10
)

敷
御
公
儀
江
御
書
上
致
候
軽
写

｣

に

拠
れ
ば
'
攻
の
如
-
で
あ
る
｡

｢
陸
奥
国
津
軽
越
中
守
御
領
知
新
高
'
四
高
二
千
石
｡
右
酒
造
米
高

六
三

二
百
七
十
八
石
九
斗
三
升
｡
酒
屋
教
'
二
百
二
十
六
軒
｡
右
之
通
城
下
町
並
相
改
酒
造
高
御
吟
味
敦
し
通
此
御
座
候
｣
更
に
'
こ
れ

(
H
)

を
同
じ
元
緑
年
間
の
記
録

に

拠
り
'
他
藩
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
に
'
如
何
に
弘
前
藩
で
は
酒
造
柴
が
繁
栄
し
て
い
た
か
が
判
明
す
る
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で
あ
ろ
う
｡
例
え
ば

｢
榊
原
大
輔

十
五
高
石
'
新
造
米
高
二
千
五
百
八
十
七
石

一
斗
七
升
｡
於
平
備
前
守

十
高
石
'
酒
造
米
高
二
千

二
首
ヨ
+
九
石
四
斗
四
升
'
酒
屋
数
百
十
三
軒
｡
松
平
下
絵
守

十
高
石
､
酒
造
米
高
五
千
三
百
八
十
八
石
'
等

々
｣

(
12
)

次
に
'
当
時
に
お
け
る
酒
造
業
者
の
階
層
的
地
位
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
｡

｢
文
政
年
間
津
軽
長
者
鑑
｣
に
拠
れ
ば
'
東
方
で
は
横
綱

片
谷
清
吹
郎
'
大
開
伊
香
才
書
､
関
脇
鳴
海
栄
作
'
小
結
村
林
平
左
衛
門
､
前
頭
筆
頭
歴
谷
治
右
衛
門
以
下
'
西
方
で
は
横
綱
前
田
常
三

郎
､
関
脇
松
山
息
左
衛
門
'
前
頭
筆
頭
中
村
久
左
衛
門
以
下
多
数
の
酒
造
業
も
し
-
は
酒
造
業
に
よ
っ
て
産
を
な
し
た
も
の
が
名
を
列
ね

(
13
)

て
い
る
')
又

｢
安
政
年
間
津
軽
持
丸
長
者
鑑
｣
に
拠
れ
ば
､

(
横
綱
な
し
)
東
方
で
は
大
関
井
筒
足
長
左
衛
門
'
小
結
塵
犀
利
左
衛
門
､

前
頭
筆
頭
松
大
屋
彦
右
衛
門
以
下
'
西
方
で
は
関
脇
鳴
海
久
兵
衛
､
前
頭
筆
頭
滝
昆
善
五
郎
以
下
多
数
酒
造
業
者
の
名
が
見
え
て
い
る
｡

以
上
の
例
に
於
て
見
ら
れ
る
如
-
､
藩
政
時
代
を
通
じ
て
津
軽
地
方
に
於
て
は

｢
金
持
｣
と
稀
せ
ら
れ
る
も
の
は
大
抵
酒
造
発
着
で
あ
る

か
'
若
し
-
は
嘗
て

一
度
は
酒
造
葉
を
営
ん
だ
事
の
あ
る
家
柄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
.

88

証

(

-
)

弘
前
市
立
図
等
館
所
敢

｢
津
軽
蕃
日
記
｣
を
は
じ
め
旧
記
'
家
記
類
に
辞
旬
多
し
｡

(

Z
)

歴
代
蕃
公
の
開
墾
奨
励
に
関
す
る
記
銀
は
甚
だ
多
い
が
'
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
'
竹
内
貰
平
氏

｢
青
森
際
通
史
｣
'
東
北
振
興
会
稲

｢
釆

北
産
業
経
済
史
｣
第

五
容
参
君
｡

(
3
)

｢
津
酵
藩
日
記
｣
安
永
三
年
の
項
参
項
｡

(

4
)

目
寛
政
四
年
至
文
政
十
二
年
｡

(

5
)

青
森
杵
柄

｢
青
森
陣
史
｣
大
正
十
五
年
刊

二
八
雀
'
農
地
委
員
会
青
森
牒
協
讃
会
飼

｢
青
森
鞘
農
地
改
革
史
｣
参
府
｡

(
6
)

｢
津
軽
滞
日
記
｣
天
明
三
年
の
項
参
照
｡



(
7
)

｢
津
軽
藩
日
記
｣
廷
宝
l二
年
の
項
参
照
｡

(

8
)

因
み
に
津
軽
信
政
の
客
臣
で
そ
の
碩
学

1
世
に
鳴
り
響
い
た
経
済
学
者
野
太
活
文
は

｢
外
ケ
浜
'
油
川
町
の
小
流
は
宇
治
川
の
水
よ
り
七
匁
軽

し
｡
若
し
酒
を
醸
さ
ば
銘
酒
を
得
べ
-
'
布
を
晒
す
も
亦
吋
な
り
｣
と
し
て
日
太
第

1
の
折
紙
を
つ
け
て
い
る
｡

(
9
)

弘
前
河
道
組
合
飼

｢
弘
前
酒
造
沿
革
史
｣
に
積
れ
ば
'
慶
長
十
六
年
番
組
篤
信
築
城
と
同
時
に
閉
業
の
許
可
を
得
た
と
さ
れ
て
い
る
｡

(
10
)

弘
前
絹
本
町
野
村
民
折
臓
｡

(
‖
)

田
右
｡
同
先
の
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(
1
)

弘
前
市
立
図
胃
館
長
成
田
末
tF.都
民
所
癖
｡

(
13
)

陸
奥
史
談
会
発
行

｢
陸
奥
史
談
｣
第
二
号
所
載
｡

〓

酒
造
業
生
成
の
基
因

然
ら
ば
､
か
-
の
如
き
津
軽
酒
造
資
本
は
如
何
に
し
て
生
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
津
軽
地
方
に
お
け
る

｢
商
業
資
本
｣
殊
に
酒
造
業

の
費
展
は
､
近
世
初
頭
近
鼓
乃
至
閑
束
よ
-
の
そ
れ
の
進
出
過
程
と
し
て
把
捉
さ
れ
'
こ
の
過
程
の
中
に
於
て
各
方
面
に
亘
る
薄
の
経
済

(

1
)

が
商
品

･
貨
幣
経
済
の
中
に
捲
き
込
ま
れ
る
事
と
な
り
'
そ
こ
に
強
力
な
る

｢
買
税

制

｣

が
登
場
し
始
め
る
の
で
あ
る
｡
即
ち
'
藩
政
時

代
の
津
軽
地
方
に
於
て
'
自
然
経
済
が
支
配
的
で
あ
っ
た
事
は
前
述
の
如
-
で
あ
る
が
'
攻
寄
に
進
展
せ
る
徳
川
時
代
の
都
市

･
商
品

･

貨
幣
経
済
'
従

っ
て
又
商
業

･
高
利
貸
資
本
は
二
百
数
十
年
の
過
程
を
通
じ
て
漸
次
慣
接
に
も
津
軽
地
方

へ
侵
蝕
し
て
ゆ
か
な
い
筈
は
な

か
っ
た
.
か
く
の
如
き
商
品

･
簡
幣
経
済
の
地
方
侵
蝕
は
'
買
租
の
過
重
と
相
保
っ
て
土
地
金
融
の
必
要
を
増
大
せ
し
め
'
そ
れ
が

｢
永

代
膏
買
禁
止
｣
や

｢
分
地
制
限
｣
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
農
村
CJ
は
質
流
れ
其
の
他

の

｢
非
合
法
的
菅
買
｣
に
よ
る
土
地
の
兼
併
が
増
大

し
'
他
方
に
於
て
は
土
地
を
喪
失
し
た
農
民
の
小
作
人
化
が
進
行
し
た
｡
即
ち
'

｢
階
級
的
分
化
｣
の
進
展
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
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か
か
る
場
合
'

土
地
を
乗
併
す
る
者
の

｢類
型
｣

を
見
る
に
'

昔
か
ら
の
豪
農
も
あ
つ
た
が
'
牢
農

年
商
の
者

(
特
に
酒

屋
'
油

臣
､
紺
屋
等
が
多
い
)
で
多
-
の
田
畑
を
得
た
者
の
方
が
多
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
｡
か
の
徳
川
封
建
経
済
史
に
お
け
る
古
典
的
引
用
書

｢

(
2
)

民
間
省
要

｣
に

｢
村

々
に
富
来
よ
-
の
百
姓
の
代

々
持
伝

へ
た
る
田
地
屋
敷
は
世
上
に
稀
な
-
｡
当
時
こ
こ
か
し
こ
村

々
に
遥
々
身
代
宜

し
き
百
姓
の
有
は
皆
以
て
田
地
ぼ
か
-
の
類
に
非
す
｡
皆
外
に
商
茸
を
兼
帯
す
る
な
り
｣
と
か

｢
片
田
舎
山
中
野
方
海
達
里
方
に
至
る
迄

其
の
朗

々
富
豪
の
有
は
'
皆
百
姓
に
し
て
商
を
兼
ね
た
る
者
に
あ
ら
で
'
誰
か
金
銀
を
自
由
に
す
る
あ
ら
ん
O
或
は
酒
や
椛
や
紺
屋
な
ど

叉
夫

々
の
諾
商
責
'
金
を
借
し
質
を
と
る
な
ど
は
非
す
し
て
'
首
姓

一
通
-
に
し
て
'
中

々
人
ら
し
き
世
を
渡
る
に
ー
心
易
-
暮
す
事
は

不
叶
も
の
と
知
る
べ
し
｣
と
か

｢
近
年
世
間
商
事
も
末
に
成
'
金
持
の
町
人
ど
も
工
み
~所
々
へ
金
を
か
し
､
田
地
質
流
し
と
成
て
百
姓
の

(
3
)

田
地
多
-
町
人
の
有
と
成
｣
と
云
い
､
叉

｢
勧
農
策

｣

に
も

｢
在
方

1
統
困
窮
仕
候
内
に
'
間
に
は
豪
富
の
者
も
相
見

へ
候
｡
是
は
如
何

に
し
て
官
有
に
相
成
-
侯
ぞ
と
申
に
'
耕
作
計
に
て
身
上
仕
出
し
候
に
て
は
無
御
座
'
多
-
は
酒
油
店
商
質
屋
等
に
て
御
座
候
｡

一
向
無

商
責
の
者
も
皆
金
倍
L
を
仕
-
'
其
の
利
息
を
取
て
手
前
よ
-
相
成
候
に
て
御
座
候
｣
と
あ
る
事
は
'
金
-
津
軽
郎
方
に
於
て
も
妥
当
し

(
4
)

た
の
で
あ
る
O
か
-
て

｢
新
田
開
蟹
｣
特
に

｢
町
人
請
負
新
臼

｣
の
経
営
に
し
て
も
'

｢
土
地
乗
併
地
主
｣
の
経
営
に
し
て
も
'
そ
れ
ら

は
封
建
的
農
業
生
産
関
係

へ
の
商
業
資
本
高
利
貸
資
本
の
侵
蝕
な
の
で
あ
-
'
そ
こ
に
は

｢
資
本
家
的
土
地
所
有
｣
及
び

｢
資
本
家
的
農

業
経
営
｣
の
萌
芽
さ
え
見

る
事

が
出
来
る
O
そ
し
て
そ
こ
に
'
都
市
商
工
業
の
発
展
に
伴
な
う
商
業
的
勢
力
の
農
村

へ
の
侵
入
と
農
産

物
の
商
品
化
に
基
-
農
糞
の
襲
質
'
更
に
は
都
市
的
乃
至
商
工
的
人
口
と
し
て
の
農
村
人
口
吸
収
の
可
能
性
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
｡
即

ち
'
か
か
る
関
係
こ
そ
'
停
滞
不
撃
の
状
態
を
持
続
し
た
か
の
如
-
見
え
る
封
建
農
村
乃
至
す
ぐ
れ
て
そ
れ
を
基
啓
と
す
る
津
軽
封
建
社

会
を
大
き
-
括
り
動
か
し
始
め
た
の
で
あ
る
｡

然
ら
ば
'
酒
造
業
の
発
達
は
如
何
に
し
て
具
体
的
に
進
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
か
｡
そ
れ
は
'
第

1
-藩
府
当
局
の
､
い
わ
ば

｢
上
か

(
5
)

(
6
)

(
7
)

ら
の
｣
保
護
に
基
す
-
も
の
'
葦
二
'
旧
地
主
の
商
品

･
貨
幣
経
済
の
侵
出
に
促
さ
れ
て
商
人

･
高
利
貸
化
し
た
も
の
､第
三
~新
地

主
印
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ち
商
人
殊
に
中
央
よ
-
流
入
し
て
来
た

｢
前
期
的
商
人
｣

に
よ
る
も

の
と
大
体

三
つ
に
分
け

て
考

え
ら
れ

る
の
で
あ

る
｡

註

(
-
)

津
揮
信
政
は
天
和
元
年
十
二
月
'
領
内
の
民
戸
を
調
査
し
年
具
法
を
制
定
し
て
い
る
｡
即
ち
'
上

･
中

･
下
の
三
等
に
田
を
分
ち
'
そ
の
階
級

田
に
鷹
じ
て
投
法
が
異
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
後
代
し
ば
し
ば
改
正
せ
ら
れ
た
が
'
そ
の
大
要
は
積
読
し
て
い
る
｡
即
ち
'
年
具
と
し
て
ほ
田
租

畠
租
が
五
公
五
民
内
外
と
さ
れ
'
米
嗣
に
関
し
て
は
村
民
の
連
帯
背
任
が
強
調
さ
れ
'
五
人
組
の
連
帯
嗣
付
が
活
用
さ
れ
た
｡

弘
前
藩
に
於
て
は
､
明
暦
'
寛
文
'
廷
宝
'
天
和
'
貞
享
と
昏
々
検
地
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
村
位
は
大
体
上

･
中

･
下
の
三
等
'
同
位
は
大
体

(
上
上
)
上

･
中

･
下

(
下
下
)
の
玉
等
'
畑
地
は
大
体
上

･
中

･
下

(
下
下
)
の
四
等
に
分
類
せ
ら
れ
た
よ
-
で
あ
る
｡
何
れ
に
し
て
も
披
見

の
方
法
が
次
第
に
苛
酷
と
な
り
'
年
具
､
賦
役
'
妊
現
が

｢
段
々
埼
｣
に
な
っ
た
の
で
あ
り
'
後
に
は
大
公
四
民
は
定
則

と

な

っ
て
い
る
｡

(2
)
土
居
喬
堆
氏
著

｢
近
世
日
本
農
村
経
済
史
論
｣

一
五
五
貢
'

｢
日
本
経
済
大
典
｣
第
五
'

l
O
三
文
以
下
参
照
｡

(
3
)

同
第
三
十
二
'
六
七
五
頁
参
照
｡

(
4
)
小
野
武
夫
氏
著

｢
農
村
社
会
史
論
講
｣

二

五
貢
参
照
｡

｢
拒
世
地
主
の
発
達
｣
の
顎
に
於
て
'
地
主
発
生
の
由
来
及
び
其
の
性
状
に
つ
い
て
述
べ
､
特
に

｢
新
田
開
発
地
主
｣
と

｢
土
地
乗
併
に
よ
る

地
主
｣
の
説
明
を
な
し
'
新
田
地
主
は
徳
川
時
代
に
お
け
る
各
種
地
主
中
'
最
も
勢
力
が
あ
り
'
且
つ
そ
の
数
も
か
な
り
多
き
を
算
す
る
に
至

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
｡

(
5
)

そ
の
典
型
的
な
も
の
は

｢
青
森
開
港
｣
に
伴
な
-
酒
造
業
の
発
展
で
あ
る
.
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
既
に
発
表
し
て
い
る
の
で
こ
こ
に
は
省
略

す
る
｡

弘
前
大
学
人
文
社
会
学
会
第

1
回
研
究
発
表
会
報
告

｢
幕
末
後
進
叢
に
お
け
る

コ
ル
ベ
ル
テ
ィ
ズ
ム
的
基
調
｣
参
照
｡

｢
社
会
経
済
史
学
｣
第
十
七
巻
第
六
号
'
拙
稿
'

｢
津
軽
酒
造
資
本
と
青
森
商
社
｣
参
照
｡
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(
6
)

こ
れ
は
元
衆
は
郷
士
出
身
の
地
幸

で
あ
っ
て
'
中
央
の
没
落
貴
族
乃
至
封
建
武
士
団
が

T
族
を
以
て
東
北
地
方
に
移
任
し
て
村
落
の
開
基
と
な

E

っ
た
家
柄
が
多
い
｡
そ
し
て
,
こ
れ
は
歪

に

｢
冨

主
｣
型
的
な
豪
農
に
変
化
し
て
ゆ
く
と
さ
れ
る
｡
藤
田
五
郎
氏
著

｢
是

琵

産
業
の

S!

生
成
｣

1
1
二
頁
参
照
｡

(

7
)

こ
の
意
味
に
お
け
る
商
人
資
本
家
と
い
-
の
は
'
江
戸
時
代
の
卑
初
か
ら
東
北
地
方
に
入
っ
て
来
て
い
た
近
江
､
丹
波
'
京
都
'
江
戸
等
の
商

人
群
を
主
と
し
て
指
す
も
の
で
あ
る
が
'
彼
等
は
貨
幣
経
済
の
農
村
侵
出
と
共
に
土
地
乗
併
を
行
い
寄
生
地
主
化
し
て
い
る
｡

例
え
ば
'
菅
野
和
太
郎
氏
著

｢
近
江
商
人
の
研
究
｣
に
従
え
ば

(
一
三
三
貢
以
下
)
'
日
野
商
人
の
出
店
は
年
代
的
に
は
年
を
経
る
に
従
っ
て

そ
の
数
を
替
加
し
た
の
で
あ
る
が
ー
営
業
種
頂
別
に
見
れ
ば
'
酒
或
は
菅
油
の
醸
造
が
圧
倒
的
に
大
き
な
地
仔
を
占
め
て
い
る
と
さ
れ
る
｡

≡

酒
造
業
費
展

の
過
程

(
そ
の

一
)

ま
ず

､
第
二
の
類
型
で
あ
る

｢
旧
地
主
｣
が
商
品
貨
幣
経
済
の
進
展

に
促
さ
れ
て
商
人
乃
至
高
利
貸
化
し
'
酒
造
業
を
経
営
す
る
よ
う

に
な

っ
た
過
程
を
考
え
て
み
る
｡
弘
前
藩
が
当
時
の
我
国
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
存
在
と
し
て
'

歴
代
の
藩
主
が
新
田
開
発
に
志
し

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
凡
ゆ
る
手
段
を
惜
ま
す
'
従

っ
て
'
藩
士
の
帰
農
や
中
央
武
士
圏
の
流
入
は
大

い
に
歓
迎
し
た
事
は
前

述

の
如
-

で
あ
る
｡
即
ち
'
徳
川
時
代
に
於
て
は
｣

封
建
湛
済

の
正
反
対
の
現
象

で
あ
る
所
の
貨
幣

の
流
通
が
次
第
に
盛
と
な
-
'
武
士

階
級

に
於
て
も
貨
幣

の
獲
得
を
必
要
と
す
る
に
至

っ
た
に
も
拘
ら
ず
'
彼
等
は
平
素

｢
購
蔦
｣
と
し
て
見

て
い
た
生
産
草
葉
に
手
を
出
す

事
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
'
己
む
を
得
ず
町
人
か
ら
の

｢
賃
上
げ
｣
と
か
'
農
民
か
ら
の
年
具
米
を
貨
幣
に
代
え
て
自
家

の
財
政
経
済
の

切
-
盛
-
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
両
も
各
藩
の
領
地
経
済

に
於
て
は
武
士
階
級

の
収
入
は
卓
と
し
て
土
地
よ
-
乗
る
も

の
で
あ



っ
た
が
'
土
地
の
生
産
力
に
は
限
り
が
あ
る
か
ら
'
当
時
の
幼
稚
な
る
農
民
の
努
力
を
以
て
し
て
は
'
無
限
に
膨
脹
し
っ
つ
あ
っ
た
と
こ

ろ
の
封
建
経
済
を
支
持
す
る
事
が
出
来
な
く
な
り
新
た
な
る
土
地
開
墾
の
企
業
は
諸
地
方
に
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
､
津
軽
地
方
に
於
て

は
そ
れ
が
特
に
著
し
か
つ
た
の
で
あ
る
｡
か
く
て
'
徳
川
時
代
も
末
期
に
近
す
く
に
従
っ
て
､
土
地
の
経
済
上
の
実
権
は

｢
郷
村
の
地
主

｣

と

｢
実
際
耕
作
民
｣
の
手
中
に
移
り
'
武
士
は
垂
-

｢
不
生
産
的
港
民
｣
と
化
し
て
了
つ
た
の
で
あ
る
｡

(
-
)

新
田
の
開
発
に
よ
っ
て
地
主
の
発
生
す
る
場
合
に
は
色

々
あ
る

が

'
そ

の
最
も
多
い
場
合
は
幕
府
又
は
蕗
が
豪
商
と
か
武
士
に

1
定
の

荒
蕪
地
を
開
拓
す
る
特
樺
を
許
可
L
t
こ
の

｢
特
許
｣
を
受
け
た
る
者
は
そ
の
代
償
と
し
て

一
種
の

｢
土
地
排
下
料
｣
を
上
納
す
る
歩
合

(
2
)

も
あ
れ
ば
'
仝
-
の
無
償

の
歩
合
も
あ
る
.
そ
し
て
そ
れ
ら
の
中
､
蹄
農
せ
る
藩
士
と
か
･a
央
よ
-
流
入
せ
る
武
士
圏
は
'
元
来
開
隼
の

努
役
に
堪
え
る
事
は
出
奔
す
'
又
其

の
開
墾
特
許
地
は
多
-
の
場
合
何
十
町
歩
と
い
う
が
如
き
虞
大
な
る
面
積
で
あ
る
か
ら
'
到
底
小
人

数
の
努
力
を
以
て
し
て
は
如
何
と
も
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
.
従
っ
て
'
こ
れ
ら
の
人
々
は
必
す
開
墾
地
近
巷
よ
り
農
民
を
招
布
し
､
そ

れ
ら
の
農
民
の
協
力
に
依
っ
て
初
め
て
其

の
土
地
を
開
く
事
が
出
釆
舟
の
で
あ
る
が
'
事
業
成
就
の
後
は

｢
開
墾
企
業
主
｣
で
あ
る
武
士

は
其
の
地
の
地
主
と
な
り
'
作
人
は
小
作
人
と
し
て
其

の
下
に
附
属
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

か
く
し
て
､
郷
士
は
元
来
牛
ば
武
士
で
あ
-
年
ば
農
民
で
あ
る
所
の
特
質
を
有
し
て
い
る
事
を
そ
の
成
立
上
の
原
則
と
し
て
い
る
の
に

今
や
封
建
社
会

へ
の
商
品

･
貨
幣
経
済
の
浸
透
に
伴
っ
て
'
郷
士
の
中
よ
り
貨
幣
蓄
積
に
よ
っ
て
富
を
形
成
し
た
所
の

｢
商
人
武
士
｣
が

出
奔
'
此
の

｢
農
民
な
ら
ざ
る
郷
士
｣
が
其

の
威
を
韓
う
に
至
っ
た
と
い
う
卓
は
'
所
謂

｢
旧
地
主
｣
が

｢
新
地
主
｣
型
的
乃
至
寄
生
地

主
型
的
豪
農
に

｢
縛
化
｣
し
て
ゆ
-
過
程
を
示
す
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O

攻
に
之
を
例
示
す
る
と
'
筆
者
の
組
先
は
伊
豆
牛
島
に
住
ん
で
い
た

｢
伊
束

一
族
｣
が
慶
長
年
間
に
津
軽
地
方
堀
越
城
を
頼

っ
て
落
ち

(
3
)

延
び
て
来
た
も
の
と
さ
れ
'
堀
越
の
寄
せ
村
と
し
て
の
橡
太
平
を
開
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡
即
ち
枚
大
平
部
落
は
伊
東
家

そ
の
他
を

中
心
と
す
る
所
謂

｢
少
数
同
族
集
園
｣
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
り
'
そ
の
総
本
家
を
以
て
部
落
の
代
表
者
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
O
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こ
の
伊
東
家
が
文
政
年
間
に
城
下
町
で
あ
る
弘
前
屈
指
の
酒
造
家
た
る
片
谷
家
の

｢酒
造
株
｣
を
買
収
し
て
営
糞
を
始
め
た
も
の
と
思
わ

れ
'
稔
大
畠
を
名
の
-
天
保
の
頃
よ
-
は
速
に
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
商
業
資
本
家
と
成
-
経
せ
'
代
々
彦
右
衛
門
を
襲
名
し
て
'
藩
公

の

｢
御
用
｣
を
東
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

(

4
)

又
'
現
在
西
津
軽
郡
大
連
地
方
に
お
け
る
豪
家
と
し
て
知
ら
れ
る
稔
大
家

は
其
の
組
先
た
る
松
大
七
右
衛
門
が
乗
艦
年
間
に
若
狭
囲
小

浜
よ
り
津
軽
藩
主
信
政
の
招
勝
を
受
け
て
'

1
族
及
び
越
前
'
加
賀
'
能
登
'
出
羽
等
よ
-
の
多
数
の
移
住
民
を
引
き
つ
れ
て
来
任
L
t

大
連
地
方
の
新
田
開
発
に
努
力
し
'
そ
の
結
果
と
し
て
大
地
主
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
安
永
の
頃
か
ら
酒
造
業
を
営
ん
で
'

｢

高
利
貸
｣
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

中
津
軽
郡
船
沢
村
の
豪
家
と
し
て
知
ら
れ
て
来
た
小
島
長
兵
衛
も
元
藤
年
間
よ
-
行
わ
れ
た
新
田
開
聾
の
結
果
と
し
て
成
-
上
っ
た
も

の
で
あ
り
'
後
代
に
至
り
酒
造
業
を
営
む
事
に
よ
っ
て
益

三
邑
ん
だ
も
の
で
あ
る
0

南
津
軽
郡
相
野
村
の
豪
農
で
あ
る
所
の
蕗
家
も
そ
の
組
先
で
あ
る
越
前
三
園
か
ら
の
移
住
郷
士
'
感
作
兵
衛
の

l
族
が
相
野
村
附
近
を

綜
合
的
に
開
拓
し
た
も
の
と
さ
れ
'
小
作
人
の
供
出
す
る
多
量
の
米
の
有
効
な
廃
置
方
法
と
し
て
酒
造
業
を
営
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
.

叉
'
弘
前
に
於
て
長
-
酒
造
家
と
し
て
栄
え
た
三
園
屋
は
越
前
三
園
よ
-
移
任
し
て
来
た
郷
士
阿
部
兵
衛
が
北
津
軽
郡
六
郷
相
手
石
野

に
於
て
寛
永
年
闇
に
新
田
の
開
拓
に
努
力
し
て
富
を
築
き
､
後
日
五
所
川
原
町
に
移
っ
て
酒
造
業
を
営
み
'
更
に
城
下
町
弘
前

へ
移
っ
て

豪
商
と
な
り
'
藩
公
の

｢
御
用
命
｣
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
に
於
て
見
ら
れ
る
朗
の
旧
地
主
型
豪
農
に
よ
る
酒
造
業
の
経
営
は
何
れ
も
彼
等
が
新
田
開
発
乃
至
土
地
尭
併
に
よ
り
大
地
主
と
な

-
'
そ
の
結
果
'
小
作
米
そ
の
他
と
し
て
多
量
の
米
を
持
つ
事
と
な
-
'
そ
の
虞
置
法
と
し
て
当
時
最
も
収
益
の
多
い
商
工
業
た
る
酒
造

業
を
乗
ね
営
む
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
o
即
ち
商
業
的
勢
力
の
農
村

へ
の
寝
入
'
農
産
物
の
商
品
化
'
商
工
業
的
人
口
と
し
て
の
農
村
人

口
吸
牧
の
可
能
性
の
出
現
に
基
き
'
今
や
都
市
に
お
け
る
最
も
優
越
し
た
商
工
業
と
し
て
専
門
業
化
し
'
そ
こ
に

l
つ
の
特
徴
を
示
す
に
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至
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

註

(

-
)

小
野
武
夫
氏
著

｢
農
村
敵
会
見
論
議
｣

l
二

1頁
'

｢
近
世
地
,Hl
の
発
達
｣
に
よ
れ
ば
'
地
主
を
分
類
し
て
'
其
の
発
生
の
原
田
に
よ
り
郷
士

地
車
'
新
田
開
発
地
主
'
土
地
乗
併
に
よ
る
地
主
'
寺
院
地
主
'
村
地
車
の
五
種
と
し
て
い
る
｡

(
ヱ
)

弘
前
藩
に
お
け
る
新
田
開
発
の
奨
励
は
殆
ど
の
場
合
'
無
償
で
あ
っ
た
.
即
ち
'
弘
前
藩
の
開
墾
事
業
に
は
蕃
費
を
以
て
行
-
場
合
と
個
人
の

私
費
を
似
て
馬
す
場
合
と
あ
つ
た
が
'
私
費
を
以
て
行
-
場
合
に
於
て
ほ
'
丑
への
串
励
法
は
時
代
に
よ
り
'
又
荒
田
新
田
に
よ
り
同

一
で
は
な

い
が
'
開
墾
者
に
対
し
て
三
年
以
上
の
詔
鞄
を
免
除
す
る
事
は
通
則
と
な
っ
て
お
り
'
更
に
多
額
の
金
品
を
輿
え
た
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
｡

(

j
)

明
治
に
な
っ
て
か
ら
~
中
津
軽
部
千
年
村
字
敬
木
平
の
伊
東
家
は
伊
藤
と
改
姓
L
r
現
在
に
お
け
る
本
家
格
は
伊
藤
長
左
衛
門
で
あ
る
｡

(
醍

父
松
木
彦
右
衛
門
は
多
韻
嗣
扱
者
と
し
て
貴
族
院
課
員
と
な
っ
て
い
る
｡
)

(4
)

以
下
の
例
は
す
べ
て
下
沢
保
鋸
氏
著
~

｢
津
軽
古
今
偉
業
記
｣
に
填
る
調
査
に
基
ず
く
｡

四

酒
造
業
発
展
の
過
程

(
そ
の
二
)

攻
に
'
第
三
の
類
型
と
し
て
'

｢
新
地
主
｣
即
ち
商
人
'
殊
に
中
央
か
ら
流
入
し
て
来
た
所
謂

｢
前
期
的
｣
商
人
に
よ
る
朗
の
酒
造
業

の
発
達
に
つ
い
て
見
る
.
こ
れ
ら
の

｢前
期
的
｣
商
人
は
主
と
し
て
徳
川
時
代
a
l初
期
に
於
て
津
軽
地
方
に
入
っ
て
奔
た
京
都
'
近
江
'

若
狭
'
越
前
等
々
の
諸
国
の
商
人
群
を
い
う
｡
彼
等
に
よ
る
酒
造
業
の
経
営
は
'
彼
等
が
ま
す
行
商
に
よ
っ
て
津
軽
地
方
に
ま
で
発
展
し

地
方
全
般
の
事
情
に
通
す
る
に
従
っ
て
'
益
々
商
業
勢
力
を
開
拓
し

｢出
店
｣
と
し
て
呉
服
､
雑
貨
等
の
版
頁
に
従
事
し
な
が
ら
爽
帯
に
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(
-
)

(
Z
)

そ
の
高
利
黛
的
活
動
を
通
じ
て

｢
酒
造
株
｣
を
取
得
し
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
今

一
つ
の
経
路
と
し
て
は
､
こ
れ
ら
商
人
群
の
経
営
す
る
質
屋

が
そ
の
経
営
の
確
実
さ
に
よ
っ
て
､
攻
寄

に
津
軽
地
方
の
人
々
か
ら
多
大
の
信
用
を
博
し
た
結
果
'
附
近
の
農
民
は
そ
の
産
出
米
を
こ
こ

に
預
入
れ
'
或
は
そ
れ
を
以
て
資
金
の
融
通
を
受
け
る
の
で
あ
つ
た
が
ー
そ
れ
が
た
め
彼
等
の

(
出
店
｣
に
は
常
に
多
量
の
米
が
保
管
せ

ら
れ
る
事
と
な
り
'
こ
の
米
を
鹿
分
す
る
た
め
彼
等
に
よ
っ
て
酒
造
業
が
経
営
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

(
3
)

そ
も
く

資
本
制
生
産
の
前
期
に
お
け
る
高
利
黛
的
資
本
の
特
徴
的
形
態
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
｡
そ
の
第

一
は
豪
馨
な
上
流
者
達

〔
こ
の
場
合
本
質
的
に
は
薄
府
当
局
を
指
す
)
に
対
す
る
高
利
貸
付
で
あ
-
'
第
二
に
は
自
己
の
昇
働
諸
催
件
の
所
有
者
で
あ
る
小
生
産

(
4
)

者
達

(
そ
の
最
も
特
殊
的
な
も
の
は
農
民
で
あ
る
)

に
対
す
る
高
利
貸
付
で
あ
る
｡

｢
津
軽
旧

記

｣
に
従
え
ば
'
当
時
は
現
金
の
収
入
が

不
足
し
が
ち
で
飴
程
の
両
者
で
も
う
つ
か
-
す
る
と
忽
ち
揖
薙
な
状
態
に
陥
っ
て
了
つ
た
と
あ
る
D
殊
に

｢
天
保
五
年
末
金
銭
枯
渇
｣
と

し
て

｢
豊
熟
な
れ
ば
融
通
も
可
性
に
'
下
米

一
手
御
買
し
め
津
留
中

へ
入
金
柳
も
無
之
よ
り
'
上
下
と
も
金
銀
か
す
り
士
家
御
買
上
手
形

渡
方
差
滞
御
迎
茸
出
社
路
用
に
差
迫
-
け
る
｡
米
は

一
俵
十
六
'
七
匁
に
て
召
物
高
岡
･･･三
･･･近
年
両
浜
衰
歴
と
申
し
乍
ら
'
当
年
の
有

様

一
方
な
ら
ぬ
不
景
束
也
｡
右
に
随
ひ

他
人
品
高
慣
比
類
な
し
.
閏
七
月
に
室
-
姦
々
開
閉
乏
敷
な
り
'
金
手
形
出
来
か
ね
'
御
買
上
手

形
の
円
'
年
分
通
御
渡
､残
金
年
分
通
御
用
達
町
人
預
手
形
差
出
け
る
間
､左
様
心
得
候
様

に
と
の
髄
出
け
る
｡
士
家
難
濃
紺
唱
う
｡
金
銭

か
す
-
よ
-
米
債
二
十
四
匁
な
-
'
十

一
月
に
至
-
下
落
二
十
匁
内
外
｣
と
記
さ
れ
て
あ
る
｡
叉
'
文
政
九
年
に
は
'
富
商
の
銭
貨
占
有

の
傾
向
が
著
し
い
事
を
藩
府
当
局
は
警
告
し
'
文
政
十
二
年
に
は
'
在
町
滴
々
貸
方
典
に
二
分
以
上
の

｢
高
利
｣
を
堅
く
禁
じ
て
い
る
｡

か
か
る
状
態
こ
そ

｢前
期
的
商
業
資
本
｣
並
に

｢
高
利
貸
資
本
｣
に
と
っ
て
絶
好
の
活
躍
の
場
な
の
で
あ
る
.

(
6
)

次
に
此
の
第
三
の
新
型
を
例
示
す
る
に
'
南
津
軽
郡
黒
石
町
に
お
け
る

｢
金
加
印
｣
沢
巨
孫
兵
衛
と
云

え
ば
'
該
地
方
切
っ
て
の
豪
家

で
あ
-
'
黒
石
町
第

一
番
の
豪
商
と
し
て
酒
造
業
と
質
屋
を
桑
葉
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
.
代
々
孫
兵
衛

を
襲
名
し
た
が
或
は
勘
兵
衛
と

解
し
た
事
も
あ
る
｡
そ
の
組
充
は
寛
延
年
間
に
近
江
か
ら
黒
石
町
に
移
任
し
て
来
た
商
人
で
あ
っ
た
｡
其
の
後
'
該
地
方
と
上
方
と
を
相
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連
解
す
る
商
品
取
引
を
盛
に
行
っ
て
'
農
民
よ
り
田
地
を
併
合
し
'
そ
の
結
兼
と
し
て
酒
造
業
を
営
み
､
更
に
傍
ら
質
屋
を
営
ん
で
高
利

賃
を
行
っ
た
の
で
あ
る
｡
沢
員
は
天
災
の
あ
る
慶
毎
に
民
間
に
施
し
を
し
て
在
町
の
評
判
も
騎
る
よ
く
'
又
滞
府
当
局
に
対
し
て
も
上
納

の
金
品
が
多
量
で
あ
っ
た
O
例
え
ば
'
天
保
年
間
に
野
手
米
を
七
斗
九
升
三
合
'
地
子
鋭
七
十
匁
､
年
具
米
八
棟
二
合
納
入
し
て
い
る
.

こ
の
他
'
時

々
｢
御
用
金
｣
は
文
句
な
し
に
納
付
し
､

｢
御
閏
米
｣
な
ぞ
も
苦
情
な
-
上
納
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
功
労
に
よ
っ
て

(
7
)

黒
石
藩
の

金

蔵
の
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
'
後
に

｢
藩
士
の
株
｣
を
買
っ
て
代

々
加
藤
孫
兵
衛
と
名
の
つ
て
い
る
.

其
の
当
時
'
景
気
の
良
い
事
の
代
名
詞
と
し
て
､

｢
酒
屋
に
質
屋
｣
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
て
い
た
.
例
え
ば
､
町
で
職
人
同
志
等
が

久
万
ぶ
-
で
逢
っ
た
時
な
ど
'

｢
お
い
'
同
役
ど
う
し
て
い
ら
イ
?
･｣
と
で
も
い
う
と
､
懐
工
合
の
良
い
場
合
は
直
ぐ
に

｢
酒
屋
に
質
屋

を
行
っ
て
い
ら
ア
｣
と
答
え
る
の
で
あ
る
O
又
'
沢
屋
の
銘
酒

｢
赤
鬼
｣
は
当
時
の
津
軽
地
方
に
於
て
は
有
名
な
も
の
で
､
地
方
民
話
と

ヌ
ル

⊥

ノ

シ

し
て
ま
で
唄
わ
れ
た
程
で
あ
っ
た
｡
例
え
ば

｢温
湯

た
ん
と

節

｣
の
中
に
も

｢
五
に
'
五
四
の
乗
掛
け
ア
発
で
､
後
か
ら
駄
ち
ん
付
け
丁

重
い
も
の
-

~
沢
良
の
赤
鬼
7
二
斗
入
れ
で
'
大
鯛
あ
ぶ
ら
め
7
範
入
れ
で
'
後
か
ら
続
い
て
'
た
ん
と
-
＼
｣
と
あ
る
O

(
8
)

次
に
順
次
他
の
例
を
引
い
て
み
る
.

(
9
)

菱
昆
武
兵
衛
は
上

方
の
小
間
物
商
人
で
あ
っ
た
が
享
保
年
間
に
津
軽
地
方
に
来
-
'
後
に

｢
酒
造
株
｣
を
入
手
す
る
程
繋

栄

し

て

い

る
｡小

山
卯
太
郎
は
上
方
か
ら
の

｢
出
仲
買
商
人
｣
で
あ
っ
た
が
.
後
に
津
軽
地
方
に
お
け
る

｢
本
仲
買
｣
と
な
-
'
更
に
弘
化
年
間
に
至

っ
て
酒
造
業
に
関
係
し
て
い
る
｡

(
10)

前
田
昆
八
十
郎
は
大
阪
商

人
であ

っ
て
'
軍

氷
年
間
に
津
軽
地
方
に
乗
り
'

｢
米
金
仲
買
｣
と
な
-
'
次
第
に
富
裕
に
な
る
に
従
っ
て

質
屋
を
開
業
L
t
更
に
酒
造
業
を
営
む
に
至
っ
て
い
る
O

中
畑
屋
息
兵
衛
は
江
戸
か
ら
の
商
人
で
あ
-
~
津
軽
地
方
に
は
元
亀
年
間
に
来
っ
て
後
'
豪
商
と
し
て
栄
え
'
酒
造
葉
を
営
む
に
室
つ
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て
い
る
｡

片
谷
伝
兵
衛
は
大
阪
の
桝
屋
を
本
家
と
す
る
.
従
っ
て
元
来
有
名
な
銘
暖
と
関
係
が
あ
っ
た
訳
で
あ
る
が
'
明
和
年
間
に
津
軽
地
方
に

来

っ
て
未
練
'
絹
等
の
出
店
を
営
み
酒
造
葉
を
営
ん
で
更
に
当
時
国
中
第

l
の
長
者
と
な
っ
て
い
る
.

葛
西
理
介
は
高
屋
と
構
L
t
米
屋
に
酒
造
業
を
桑
葉
し
て
柴
え
て
い
る
.

西
津
軽
郡
鯵
ヶ
沢
町
の
尾
崎
藤
攻
郎
は
廻
船
問
屋
で
あ
っ
て
'
大
根
や
綿
布
を
寅
-
取
引
L
t
質
屋
を
開
き
更
に
酒
造
業
を
営
ん
で
富

を
築
き
上
げ
て
い
る
.

竹
内
勘
之
は
廻
股
間
畠
で
あ
っ
て
'
若
狭
を
通
じ
上
方
と
の
取
引
が
盛

で
あ
っ
た
｡
後
'
銚
子
屋
と
稀
し
て
酒
造
業
を
営
み
'
更
に
尾

(ll
)

太
銅
山
支
配

人
と
し
て
藩
の

｢
御
用
｣
を
勤
め
､
富
を
築
き
上
げ
て
い
る
｡

櫛
引
甚
兵
衛
は
小
間
物
及
び
茶
の
却
費
-
よ
り
次
第
に
発
展
し
て
'
質
屋
を
開
き
更
に
酒
造
業
を
兼
ね
て
い
る
O

北
津
軽
郡
板
柳
町
竹
浪
豪
は
質
屋
と
酒
造
業
と
を
兼
営
す
る
事
に
よ
っ
て
富
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
に
於
て
大
略
明
か
に
な
っ
た
如
-
'
津
軽
地
方
に
お
け
る
農
村
の
豪
家
が
商
品

･
貨
幣
経
済
の
進
展
に
促
さ
れ
て
商
人
と
な
-
'

要
に
高
利
貸
と
な
る
に
際
し
て
'
叉
都
市
の
商
糞
資
本
が
小
商
品
生
産
者

(
時
に
農
民
)
を
自
己
の
支
配
の
下
に
従
属
さ
せ
乍
ら
蓮
に
小

商
品
生
産
を
事
実
上
の

｢
賃
労
働
｣
の
支
配
に
お
と
L
t
自
ら
は

一
膝
生
産
を
制
墜
す
る
に
至
る
過
程
に
於
て
'
そ
れ
は
多
か
れ
少
か
れ

(
12
)

先
ず
最
初
は

｢
農
村
的
工
莫
｣
と
し
て
芽
生
え
た
と
こ
ろ
の
酒
造
業
と
関
聯
を
持
つ
も
の
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡
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(
1
)

弘
前
藩
に
於
て
は
'
宝
暦
年
時
に
'
商
家

一
業
制
度
を
と
り
'
商
戸
は
農
工
と
同
じ
く
世
襲
で
子
弟
を
分
家
し
て
同
乗
を
営
ま
し
む
る
事
は
出



来
な
い
｡
但
し
'
株
札
は
聾
異
譲
渡
す
る
事
が
出
来
る
制
度
に
な
っ
て
い
た
｡
寛
政
四
年

｢
商
聾
方
浪
ケ
間
数
し
く
な
る
事
を
締
合
せ
｣

(
拷

軽
薄
日
記
)
の
た
め
に
領
内

1
銃
の
諸
家
業
諸
職
人
を
改
め
家
業
札
を
掛
け
る
よ
-
に
命
令
し
て
い
る
｡
因
み
に
'
寛
政
十

]
年
十

1
月
修
正

の
家
業
祝
は
酒
屋
が
最
も
多
く
'
百
石
に
つ
き
三
両
で
.
質
屋
が
四
十
二
匁
五
分
'
魚
屋
が
三
十
匁
'
鍛
冶
が
五
匁
'
梁
塵
が
五
匁
､
桶
屋
が

五
匁
と
な
っ
て
い
る
｡

(
2
)

津
軽
地
方
に
於
て
は
'
享
保
四
年
始
め
て
弘
前
東
西
各
地
に
両
替
屋
が
起
っ
て
い
る
｡
汚
軽
薄
日
記
'
享
保
四
年
の
項
参
照
｡

(

3
)

｢
資
本
鈴
｣
高
畠
訳
'
第
111魅
'
下
'

二
二
五
頁
｡

(

4
)

｢
駒
水
物
語
｣
参
府
｡

(

5
)

｢
津
軽
蕃
日
記
｣
文
政
九
年
の
項
参
照
｡

(

6
)

｢
黒
石
町
史
｣
に
填
る
｡

(

7
)
黒
石
藩
は
弘
前
審
の
分
藩
で
あ
る
｡

(

8
)

｢
津
軽
古
今
偉
業
記
｣
に
填
る
調
査
に
基
ず
く
｡

(
9

)

こ
れ
ら
は
何
れ
も
津
軽
地
方
に
お
け
る
屈
指
の
豪
家
で
あ
る
が
'
そ
の
開
組
若
し
く
は
最
も
栄
え
た
時
期
の
阜
主
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
｡

(
10
)

大
阪
の
小
橋
屋
四
郎
左
衛
門
と
し
て
阜
時
名
の
あ
っ
た
商
家
を
本
家
と
し
て
い
る
｡

(
11
)

弘
前
蕃
領
内
に
お
け
る
鉱
山
中
'
古
く
よ
り
最
も
有
名
な
の
は
尾
大
鉱
山
で
あ
り
'
同
山
は
銀
､
嗣
'
鉛
を
出
し
て
著
名
と
な
っ
て
い
た
｡
尊

時
の
凹
量
餌
は
明
か
に
す
る
事
が
出
来
な
い
が

｢
津
軽
滞
日
記
｣
廷
宝
四
年
の
記
銘
に

｢
尾
大
御
山
荷
数

1
日

1
番

1
荷
宛
肘
銀
色
徒
去
年

7

倍
能
銀
つ
る
こ
参
候
故
'
先
約
網
戸
へ
令
嗣
之
｣
と
あ
り
'
ま
た

｢
津
軽
信
政
公
事
置
｣
に

｢
延
宝
七
年
九
月
尾
大
御
山
月
分
ケ
相
銀
式
拾
貫

目
'
歩
銀
宝
塔
四
百
日
'
上
等
前
方
斤
'
鉛
武
石
圏
､
比
代
式
拾
貫
目
都
合
六
十

1
貰
四
百
日
の
日
銀
を
出
す
｣
な
ど
の
記
事
が
見
え
て
お
り

其
の
後
'
嘉
永
元
年
に
至
り
'
銀
を
多
量
に
産
出
し
て
い
る
｡
か
く
の
如
き
尾
大
銅
山
の
支
配
人
の
地
位
の
重
要
さ
が
推
測
さ
れ
る
｡

(1
)
近
世
が
酒
造
史
上
に
於
て
有
す
る
意
義
は
'
酒
造
技
術
の
普
遍
化
と
い

-
現
象
に
あ
る
の
で
は
な
く
'
交
換
経
済
社
会
に
於
て

｢
利
潤
｣
を
対

- 99-



象
と
す
る
酒
造
業
が
異
常
な
る
発
族
を
な
し
た
の
に
あ
る
｡
登
時
に
於
て
は
'
努
働
の
報
酬
､
事
件
の
落
着
か
ら
物
見
遊
山
に
至
る
ま
で
隣
る

酒
に
対
し
て
の
需
要
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

loo

五

展

か
-
て
'
津
軽
地
方
に
お
け
る
酒
造
業
の
生
成
過
程
及
び
そ
の
占
め
る
役
割
は

｢
前
期
的
商
人
乃
至
向
利
貸
｣
の
封
建
的
権
力
者
就
中

藩
主
及
び
直
接
生
産
者
た
る
農
民
に
対
す
る

｢
前
賃
｣
的
活
躍

(
米
と
貨
幣
と
の
密
接
な
聯
開
)
を
通
じ
て
重
税
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
.
藩
の
酒
造
業
に
対
す
る
政
策
は
､
従
来

｢
米
債
調
節
｣
と

｢
質
素
禁
欲
主
義
｣
と
の
二
方
面
か
ら
磯
察
す
る
事
が
出
奔
た
が
'
酒

造
資
本
の
生
成
は
藩
府
当
局
に
対
す
る
金
融
的
関
聯
を
露
骨
に
現
わ
し
て
来
る
｡
即
ち
'
藩
は
早
-
か
ら
酒
造
業
に
対
し
て
株
'
珪
石
敦

(
-
)

等
の
制
限
を
行
つ
て
を
-
､
城
下
町
弘
前
に
あ
つ
て
は
平
均
し
て
四
十
五
軒
乃
至
四
十
八
軒
の
酒
造
業
が
あ
っ
た
O
そ

し
て
'
郷
土
史
研

究
家
に
従
え
ば
､
藩
の
随
時
行
う

｢
人
口
調
香
｣
に
於
て
は
必
す
武
士
の
攻
に
当
時
の
大
資
本
家
で
あ
る
酒
造
家
の
数
が
記
さ
れ
た
も
の

(
Z
)

と
い
う
｡
例
え
ば
.
女
些

一年
の

｢
弘
前
町
中
人
別
戸
数
'
諸
工
諸
家
業
総
括
｣

に
拠
れ
ば
酒
造
業
は
四
十
K
軒
と
あ
る
.
そ
れ
は

｢
御

役
金
｣
乃
至

｢
御
用
金
｣
の
形
で
政
柄
さ
れ
る

｢
酒
造
検
｣
は
今
日
以
上
に
財
政
上
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
｡
因
み
に
'

(
3
)

文
化
十
三
年
の

｢
津
軽
落
財
政
軽
｣
に
拠
れ
ば

｢
諸
工
諸
家
業
御
役
銭
｣
の
合
計
三
百
七
十
五
両
に
対
し
'

｢
造
酒
御
役
銭
｣
は
千
二
百

(
4
)

十

一
両
と
な
っ
て
い
る
｡

｢
津
軽
席
代
記
溺
｣
に
拠
れ
ば

｢
信
順
公
財
政
に
窮
L
t
文
政
十
年
十

一
月
七
日
､
勝
手
御
用
を
領
内
の
豪
商

三
十

1
人
に
課
し
て
二
常

一
千
八
百
三
十
両
を
調
達
せ
し
め
'
重
ね
て
又
'
天
保
四
年
十

一
月
六
日
'
弘
前
在
任
並
に
鯵
ヶ
沢
町
の
目
星

(
5
)

し
旦
豪
商
四
十
七
人
に
藩
費
を
代
弁
せ
し
め
た
｣
事
実
が
見
ら
れ
､
何
れ
も

｢
酉
島
富
商
多
L
L
と
あ
る
｡
か
か
る
例
は
勉
め
て
多
い
｡

藩

の
か
-
の
如
き
政
策
に
対
し
て
は
'

｢
前
期
的
資
本
｣
と
し
て
の
酒
造
業
は
そ
の
固
有
の
性
格
で
あ
る
と
こ
ろ
の
封
建
的
保
守
性
並
に



反
動
性
を
暴
露
し
乍
ら
専
制
的
に
旧
帝
の
封
建
的
経
済
機
構
を
維
持
し
強
化
す
る
事
に
よ
っ
て
自
己
存
立
の
危
機
を
避
け
よ

う

と
努

め

(
6
)

(
7
)

る

｡
即

ち
'
津
軽
地
方
に
お
け
る
酒
造
業
者
の
組
合
は
城
下
町
弘
前
に
於
て
明
和
年
間
に
設
け
ら
れ
て
い
る
｡
組

合
は
最
初
三
組
'
後
に

四
組
か
ら
成
-
､各
組
合
員
か
ら
互
選
さ
れ
た

｢
年
行
司
｣
が
あ
っ
て
組
合
の
事
務
を
と
っ
た
｡
組
合
に
は
開
業
休
業
厳
業
､株
の
譲
渡
及

び
借
用
､
版
安
倍
格
､
造
酒
高
等

々
に
開
し
巌
重
な
規
定
を
設
け
'
違
反
者
は
営
業
を
停
止
さ
れ
る
｡
酒
造
業
者
は
組
合
の

｢
共
同
体
的

統
制
｣
と
音
府
当
局

へ
の

｢
協
力
｣
に
よ
っ
て
'
そ
の

｢
独
占
的
利
益
｣
を
保
護
す
る
事
が
出
奔
た
の
で
あ
る
｡

一
方
か
か
る
酒
造
資
本

の
発
展
に
伴
う
商
品
貨
幣
経
済
の
農
村
橿
蝕
は
貢
租
の
過
重
と
相
侠

っ
て
土
地
金
融
の
必
要
を
増
大
せ
し
め
'

｢
質
流
れ
｣
そ
の
他
の
手

段
に
よ
る
土
地
兼
併
が
増
大
し
'
そ
れ
と
共
に
土
地
を
失
っ
た
農
民
の
小
作
人
化
が
進
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
の
事
は
又

直
ち
に
酒
造
労
働
と
閑
聯
し
て
い
た
｡
即
ち
､

｢
出
稼
｣
と
し
て
の
酒
造
労
働
は
津
軽
地
方
の
長
い
冬
季
農
閑
期
の

｢
副
業
｣
と
し
て
は

正
に
好
適
の
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
の
場
合
､
自
由
契
約
に
も
と
す
-

｢賃
銀
労
働
者
｣
と
し
て
の
酒
造
労
働
者
は
少
い
の
で
あ
っ
て

｢
小

作
慣
習
｣
と

｢
奉
公
人
制
度
｣
と
が
相
結
び
あ
っ
て

一
種
の

｢
土
地
慣
習
｣
を
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
｡
例
え
ば
'
そ
の

一
は
主
人
た

る
地
主
か
ら
所
定
の
土
地
を
借
-
て
耕
作
L
t
小
作
米
を
納
入
の
上
'
そ
の
地
･tTlに
対
し
て
各
期
間
副
業
と
し
て
の
労
務
操
供
の
形
で
出

稼
を
す
る
の
で
あ
る
｡

か
-
て
'
酒
造
業
は
窮
乏
せ
る
農
民
の

｢
副
業
｣
と
し
て
存
在
し
'
ま
す
農
村
に
於
て
は

｢豪
農
｣
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
'
次
い
で

都
市
に
於
て
は

｢
新
地
卓
｣
と
し
て
の

｢豪
商
｣
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
た
｡
両
も
そ
の
進
行
は
正
に
倒
錯
的
で
あ
っ
て

｢
都
市
の
酒
造

業
｣
が

｢
農
村
の
酒
造
業
｣
を
漸
次
挺
倒
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
｡

註



(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

｢
弘
前
酒
造
沿
革
史
｣
参
照
｡

｢
津
軽
蕃
日
記
｣
文
化
二
年
の
項
参
照
｡

｢
津
軽
蕃
日
記
｣
文
化
十
三
年
の
項
参
照
｡

｢
山
形
日
記
｣
参
照
｡

弘
前
大
学
人
文
社
会
学
会
第
l二
回
研
究
発
表
会
報
告

｢
弘
前
満
の
標
符
発
行
｣
参
照
｡

大
塚
久
雄
氏
著

｢
況
代
資
本
,H
葬
の
罪
譜
｣
第

一
'
所
謂
前
期
的
資
本
な
る
範
噂
に
つ
い
て
~
参
照
｡

弘
前
大
学
人
文
社
会
学
会
第
四
回
研
究
発
表
会
報
告

｢
弘
前
席
に
お
け
る
酒
造
組
合
及
び
努
働
者
｣
参
照
｡

社
会
経
済
史
学
会
第
二
十
二
回
大
会
報
告

｢
弘
前
藩
に
お
け
る
酒
造
業
'
酒
造
資
本
及
び
経
営
形
態
｣
参
照
｡

東
北
経
済
学
会
第
八
回
研
究
発
表
会
報
告

｢
弘
前
溝
に
お
け
る
酒
造
資
本
｣
参
照
｡
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